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　みなさんこんにちは。突然ですが、2013年度の秋季スポ
ーツ大会を終えて、とある先生からこんな感想をいただきま
した。「学生自身が行事の企画・運営をしている姿に感動し
た。」この言葉は普段運営側である僕にとって非常に嬉しかっ
たことを覚えています。
　この学校では、先生や事務職員の方の支えもあるおかげで
僕たち学生自身が率先して学生行事に取り組むことができま
す。それでは、みなさんの誰もが学生行事に貢献できている
と言えるでしょうか。NOと答える人は少なからずいると思い
ます。何故なら、これまでの学生会では一学生の意見が学生
行事、引いては学生生活に反映させる仕組みが十分でなか
ったからです。この問題を改善するために最近では委員会や
部会による活動の活発化に力を入れてきました。今後ともそ
れぞれの活動を活発化させ、いずれは一人の学生が自分の
立場を見定め、その場所から自分の意見を発信できるように
したいです。2014年度には新たに意見できる場をつくろうと

検討中です。学生会では、意見発信の場を提供します。そこ
で自らの意見を発信するために、学生のみなさんは受動的に
ならず自分の意見を確かに持ってください。

　奈良高専産学交流室は、企業からの技術相談、企業との共
同研究、受託研究、展示会出展など、企業と本校教員との橋
渡しを行っています。特に、技術相談では、本校のコーディネ
ータが２名対応しており、年々相談件数が増え、平成24年度
は278件となっています。これは、コーディネータが企業と本
校教員シーズのマッチングを積極的に行っている成果です。
そして、技術相談から共同研究や受託研究となる事例も増え
ており、本校産学官連携活動は年々活発になっています。ま
た奈良高専は近畿7高専の拠点校に位置づけられており共同
企画の立案をしています。この12月6日には「近畿7高専産学
官マッチングフェア」と題し先生方のシーズ発表や企業のポス
ター出展などで交流を図りました。動員実績は158名と多くの
方に参加いただきました。

　人材育成事業に関しては、平成19年度
に採択された「元気なら組み込みシステ
ム技術者の養成」が平成23年度まで実施
されました。そして、本事業は平成24年
度に自立継続化を行い、技術者・企業グ
ループである“GENETコミュニティ”を立ち
上げています。さらに、平成24年度より
奈良高専産学交流講座として、「新ベーシックコース　～ゼロ
から始める組み込みシステム基礎講座～」を年６回開催して
います。また、奈良県産業振興総合センターとのIT関連の体
験セミナーを共催し、人材育成の一端も担っています。
　今後も引き続き産学官連携を推進していきたいと思います
ので、皆様のご理解ご支援を宜しくお願い致します。

学生会会長　電子制御工学科３年　松 浦 弘 泰

情報工学科２年　花 高 潤、松 本 翔 太、徳 田 義 行
物質化学工学科２年　谷 口 雄 介

平成２5年度学生チャレンジプロジェクト採択一覧

体育部  文化部 同好会
●アーチェリー ●ソフトテニス ●からくり ●化学同好会
☆合気道 ●卓　球 ☆機械研究会 ●クイズ研究会
●弓　道 ●テニス ●軽音楽 ●現代視覚文化研究会
●剣　道 ★バスケットボール ★茶　道 ●生協学生同好会 
☆硬式野球 ●バドミントン ●将　棋 ●電気技術研究会 
☆サッカー ●バレーボール ●情報処理研究会 ☆料理研究会 
●柔　道 ●ハンドボール ●吹奏楽 
☆少林寺拳法 ●ラグビー ☆美　術
●水　泳 ●陸上競技 ☆放　送
  

☆印は既刊号で紹介した
　クラブ・同好会です。

クラブ・同好会紹介クラブ・同好会紹介
vol.5vol.5

部長　電気工学科３年　岩 本 　 哲
　僕たちバスケットボール部は、基本的に週6日、第二体育館で練
習しています。
　メインとなる大会、高専体育大会では5年生が主体のチームが多
い中、毎年4年生が主体の比較的若いチームで挑んでいます。その
ため勝ち進むのも難しいですが、近畿地区高専体育大会を勝ち進
み、全国高専体育大会出場を目指しています。
　また、現在は1年生から4年生が在籍していて、一緒にプレーする
期間も長いため先輩と後輩の仲が良く、和気あいあいと活動してい
ます。「声を出して元気に、楽しく頑張る」をモットーに、チーム全員
で真剣にバスケと向き合っています!!!

部長　物質化学工学科３年　山 本 紗也華
　茶道部では毎週月曜日、先生をお呼びして練習をしており、金
曜日には自主練習をしています。毎年夏には卒業生を招待して
「清風茶会」を、秋の高専祭では一般の方も多く来られる「紅葉茶
会」を行っています。
　1年生ではお茶の飲み方、運び方などの基礎を学び、2年生か
らは季節に合わせた本格的な点前を練習しています。様々な点
前や作法を学ぶうちに礼儀作法が身に付いて自分のためになる
ほか、５年間続けると免状がもらえます。男子が多い高専ですが、
茶道部では女子が多く華やかで、毎週おいしいお菓子を食べて、
和気あいあいと活動しています!!!

学生会から学生チャレンジプロジェクト報告

産学交流室から

Project  ISON ～ほうき星を探して～…成果報告

　本プロジェクトも３年目となりました。今年もアイデア溢れる６プロジェクトが選ばれました。メンバー学生は、自ら
立てた計画を達成するため、約半年間意欲的に活動してきました。次回も多くの学生のチャレンジを期待しています。

代表学生部　門プロジェクト名No.
1 フリースケール・カップ 　初岡南チーム コンテスト参加 電気工学科４年　初 田 達 彦 
2 Project ISON ～ほうき星を探して～ ものづくり 情報工学科２年　寒 川 翔 太 
3 グリーンカーテンの設置と自動給水システムの作製プロジェクト ものづくり 電気工学科４年　川 原 翔 太 
4 ３次元モデル周りの流れの可視化および可視化風洞の試作 コンテスト参加 機械工学科４年　北 園 一 将 
5 Marvellous Vision ものづくり 電子情報工学専攻１年　矢 鋪 知 哉 
6 RoboRoboDance ものづくり 電子制御工学科４年　森 本 翔 太

バスケットボール部 茶　道　部

　数十年に一度の
大彗星と言われて
いるISON彗星の
接近を知り、私達
天文好きの学生が
集まり観望会を開
くことを計画しまし

た。しかし高専生たるもの市販の望遠鏡を使うのでは面白
くない！ そこで学生チャレンジプロジェクトに応募し、自ら反
射望遠鏡を作成することにしました。とは言うものの誰一人
その経験を持ち合わせておらず、材料集めから組み上げに

至るまで様々な工夫をこらし、完成にこぎつけることができ
ました。残念ながらISON彗星は蒸発してしまい、代わりの観
望会も悪天候により
中止となってしまい
ましたが、はじめは
9名だったメンバー
も現在では十数人に
なり、作成した望遠
鏡は今後の活動に
役立てていきたいと
思います。

プロジェクトメンバー

望遠鏡を作成中

秋季スポーツ大会の運営の様子

出展した展示会の様子「PICAメッセ」に出展

産学交流室長　早 川 恭 弘


